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研究分野 

武道を中心としたスポーツの歴史的分野、剣道 

キーワード

精力善用・自他共栄

研究概要 

現在、嘉納治五郎の「精力善用・自他共栄」論を中核にして、嘉納と同時期のフランスの教育改革やオリン

ピックムーヴメントと嘉納の教育論との相互関連性について研究を進めています。 

研究シーズ、テーマの内容 

 研究というより、どちらかといえば剣道が好きで、自分なりに頑張っています。現在七段で、八段にも挑戦し

ています。 

自身の剣道修行や指導の糧となるように、武道を中心にスポーツの歴史的な分野やスポーツ教育論につ

いて研究しています。 

現在取り組んでいる研究テーマは、近代オリンピックが開催されるようになった時期に、近代オリンピック開

催の立役者となったピエール・ド・クーベルタンの母国であるフランスの教育界で、スポーツによる教育がどの

ようなものとして理解され、それが日本のスポーツ界や武道界にどのような影響を与えたかについて研究して

いるところです。 

フランス語の文献の翻訳が思うように進まずに苦労していますが、何とか一通りの結論が出せるように頑張

りたいと思っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

著書：剣道を知る辞典（共著）平成 21 年 5 月東京堂出版 

学会発表：久留米市におけるソーレ事件と西郷四郎の動向（平成 29 年 12 月身体運動文化学会第 22 回大

会） 

その他の活動：全日本学生剣道連盟理事兼審判委員（平成 21 年 12 月～） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

剣道：教士・七段 体育関連科目や部活動（剣道）を通して、元気はつ

らつとした青年の育成に寄与できればと思っていま

す。学生共々、よろしくお願い申し上げます。 

提供可能な設備機器 

なし 




